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　茶の湯は啻に禮道に非らずして、又た美術なり、調節和諧せる擧止を以て韻律（リズム）となすの詩歌なり。而して其奧義の伏する所は靈性修練の方式たるに在り。然るに茶道を學ぶものゝ多くは、心を其末技に專らにすとも、此れを以て、其要旨は精神的ならずと反證すること能はず。
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